
    

 
令和８年度 活用報告 

あたたかいご支援をありがとうございます 

平成３０年８月から募集し、令和７年度末までに累計６９,２１５,９５４

円のご寄附を賜わりました。この一部を次のとおり活用いたしました

ので、ご報告申し上げます。 

１８６８年１月２２日
（ 慶 応 ３ 年 １ ２ 月 ２ ８ 日 ）

付〈勝海舟宛〉ヴァン・リード書簡 

アメリカ人商人ヴァン・リードが、「Katz Awa No Kami」こと軍艦奉行勝安房守義邦（海舟）に宛てた手紙

（『勝海舟全集』未収録）。徳川方兵士の兵庫輸送に当たり蒸気船を売り込もうとする内容である。

慶応３年１２月９日
（ 1 8 6 8 年１月３日 ）

の王政復古後、上方における旧幕府と倒幕派諸藩との軍事的緊張が高まり、同月２３日、江戸

の旧幕閣が譜代諸侯に西上を指令。本資料はその５日後に出されている。なお、江戸での薩摩藩邸焼討事件

が同月２５日、鳥羽伏見で戊辰戦争の戦端が開かれるのが慶応４年１月３日
（1868年１月 27日）

のことである。この機運を察し暗躍

した外国商人の活動を示す一次資料として貴重な痕跡だが、海舟は日記にこの件を記してすらいない。当時

海舟は、戦争に及ぼうとする旧幕閣と薩長を強く批判する「憤言一書」を提出して退職を希望していることか

ら、戦争の機運に乗じようとする外国商人の勧誘には不関与を貫いていた可能性が高い。 

因みに、慶応３年に海舟の長男小鹿と門弟高木三郎（庄内藩士）・富田鐵之助（仙台藩士）らがアメリカに留学

した際、富田と同郷の高橋是清（後の第２０代内閣総理大臣）も渡米を果たしているが、そのホームステイ先が

リードの実家であった。しかし、リードの両親は高橋の学費や渡航費を着服した上、カリフォルニア州オーク

ランドのブラウン家に高橋を奴隷として売り払ったとの話が伝わっている。                 【星川】 

これまでの基金活用事例についてもHPで公開しております。 

右記コードを読み取り“勝海舟基金活用報告”をご覧ください。 

◆ 資料の収集 
勝海舟ゆかりの資料４３０点を購入いたしました。 

このうち、幕末期における外国人との関係に注目される新資料１点をご紹介いたします。 

◆ 資料の修復 
山岡鐵太郎や大久保一翁が海舟に宛てた手紙や、海舟の意見書草稿等、57点の 

文書資料を修復いたしました。その一例をご紹介いたします。 

元治元年９月12日
（ 1 8 6 4 年 1 0 月 1 3 日 ）

頃〈松平茂昭宛〉勝海舟返書案 

軍艦奉行勝安房守義邦（海舟）が、「越前侯」こと越前福井藩主松平茂昭（春嶽の養嗣子）に宛てた返書の草稿

（『勝海舟全集』未収録）。禁門の変（元治元年７月19日
（ 1 8 6 4 年 8 月 2 0 日 ）

）に端を発する「第一次長州征伐」に当たり、征長副総督に

任命された茂昭を見舞い、事態の早期終息に向けた尽力を願う趣旨である。 

日付が記されていないが、老中阿部豊後守正外の上京や、征長総督の正式決定が未定である旨が記されて

いること等から、正外が着京している９月１２日前後の作成である可能性が高い。              【星川】 

Before After 
虫食いや、水を被ったことによるシミ汚れ等に

より、料紙が弱くなっていました。 

このため専門業者に依頼し、①ドライクリーニ

ングと、「浸漬法」（pH 値・水温を適度に調整した

逆浸透膜水に漬けて洗浄する方法）による②シミ

汚れ除去、和紙・デンプン糊を用いた③虫食い穴

の手繕い修補を施してもらいました。 


